
文学部英語英米文学科 3年 

留学先：マウントアリソン大学（カナダ） 

留学期間：2026年 5月～2026年 8月 

 

・留学先の国や大学を選んだ理由 

自然に囲まれた穏やかなキャンパスやその周辺地域の環境が魅力的かつ自分に合うと思ったこと、ま

た、幼少期より訪れたいと思っていた国であることが大きな理由である。また、プログラム内容も充実して

おり、週 24時間の授業では、ディスカッションやクリティカルシンキングを通じた実践的な英語だけでな

く、カナダ文化も学ぶこともできる。さらに、プログラムには週ごとのアクティビティや 3つの旅行も含まれ

ており、異文化理解を深めることができることにも惹かれた。 

 

・留学先で困ったこと、大変だったこと 

授業のアウトプット自体には早い段階で順応できたものの、話題を振られた際にその場で自分の意見を

瞬時にまとめ、英語で発信することには苦労した。特に、プレゼンテーション・セミナーおよびディスカッ

ションの進行や、課題が重なった時期は大変だった。到着早々、空港でスーツケースがひび割れている

という思わぬトラブルに見舞われたが、レジデントアシスタントに相談してサポートを得ながら無事に解決

することができた。さらに、時差ボケの影響で夜中に目が冴えてしまうなど、最初の数日間は生活リズム

の立て直しにも苦労した。 

 

・留学中に意欲的に取り組んだこと、その成果 

現地での授業に積極的に取り組み、発言も多くできるよう努力した。特にプレゼンテーション、ディベート

といったアウトプット型の学習では授業外でも準備に時間を割き、説得力のある発表を目指した。毎週

のカンバセーション・パートナーとの対話を通じ、実用的な英語力の向上と現地の文化への理解に努め

た。また、地域活動として小学生に向けて日本文化を紹介するプレゼンテーションを複数回行い、一方

的な説明ではなく、問いかけを行うなど工夫を凝らすことで、参加者とともに楽しむ場を作ることに挑戦し

た。学習面では、プログラムの全 5科目において成績優秀賞を受賞することができた。また、交流活動

を通じて、英語でのコミュニケーション能力を高めることができた。 

 


